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ＤＩＣ協議会

委託

東京都（港湾局臨海開発部）

運営事務局

区・都関係局・通信事業者 有識者・学識経験者

連絡会 アドバイザー

支援

区分 組織名

地元企業
株式会社フジテレビジョン

森ビル株式会社

エリアマネジメント
株式会社東京臨海ホールディングス

一般社団法人東京臨海副都心まちづくり協議会

研究機関

東京都立産業技術研究センター

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
臨海副都心センター

日本科学未来館

東京都 東京都港湾局臨海開発部

ＰＴ ＰＴ ＰＴＰＴ

○ＤＩＣ協議会
 協議事項
（１）ＤＩＣの方向性
（２） イベント及び実証実験の実施
（３）臨海副都心における５Ｇ基地局などの基盤整備推進
（４）協議会及びＤＩＣに係る広報
（５）その他、ＤＩＣ推進に係る取組に関すること

○運営事務局
 東京都港湾局臨海開発部
 支援業務を都が株式会社NTTデータ経営研究所へ委託

○プロジェクトチーム（ＰＴ）
 ３年度中、テーマに応じて順次立上げ
 まち協会員と通信事業者やスタートアップ等、関連事業者等によりテーマ
に応じて構成（４テーマ程度）

 デジタルやロボット等でまちの課題解決を進めるため、検討や
実証実験の実施

○連絡会
 協議会やＰＴの活動内容を、地元区、都関係局、通信事業者等へ
定期的に共有

○アドバイザー
 学識経験者等の有識者を招へい

１．Digital Innovation City協議会の概要（全体図）
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【ＰＴテーマ案】４テーマ程度を想定
「ライブ・エンタメ」「モビリティ・物流」「環境」「防災・防犯」など
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２－１．スマート東京・TOKYO Data Highway戦略（１／５）

（出典）「「未来の東京」戦略」（令和3年3月、東京都）https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/mirainotokyo-senryaku/book.pdf
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２－１．スマート東京・TOKYO Data Highway戦略（２／５）

（出典）「「未来の東京」戦略」（令和3年3月、東京都）https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/mirainotokyo-senryaku/book.pdf
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２－１．スマート東京・TOKYO Data Highway戦略（３／５）

（出典）「「未来の東京」戦略」（令和3年3月、東京都）https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/mirainotokyo-senryaku/book.pdf
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２－１．スマート東京・TOKYO Data Highway戦略（４／５）
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（出典）「「未来の東京」戦略」（令和3年3月、東京都）https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/mirainotokyo-senryaku/book.pdf



２－１．スマート東京・TOKYO Data Highway戦略（５／５）

（出典）「「未来の東京」戦略」（令和3年3月、東京都）https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/mirainotokyo-senryaku/book.pdf
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２－２．令和3年度のDICに向けた取組
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 まち全体を先端技術のショーケースとして活用し、知名度向上を図るため、

先端技術を活用したイベントや実証実験を実施

 自動運転技術を活用した実証実験・ビジネスモデル構築を支援

 まちと関連事業者等との連携によるDIC推進体制として協議会を運営

 ベイエリアDIC推進事業：5Gなど通信環境整備やスタートアップ企業等を支援

デジタルテクノロジーの実装 スタートアップの集積

５Ｇ基地局・企業環境の整備 ベンチャー企業・eスポーツ関連企業等

プロムナード公園、テレコムセンター等で、先端技術のイベントや実証実験を実施
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２－３．令和2年度調査結果からの抜粋

5G等の先端技術に関する事例調査結果のハイライトと考察（１／２）
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5Gとは？ローカル
5Gとは？

• 5Gは、高速・大容量、低遅延、多接続が特徴で、高画質・高品質の動画やライブ映
像の視聴、遠隔操作や自動運転、IoT分野での活躍等が期待

• ローカル5Gは、サブ6帯とミリ波を利用予定で、まずは直進性の強いミリ波から申請受
付が開始され、東京都立産業技術研究センターを含め、複数の事業者により整備が
進められている最中

5G／ローカル5G
の整備はどのよう
に進むのか？

• 5Gは、当初2023年度末を目指した整備が進められてきたが、今年6月の総務省方
針を受けて前倒しとなり、2021年度末を目指した整備が進み、2023年度末の整備
目標も上方修正された

• 携帯通信事業者4社のうち、KDDIとソフトバンクは、4G用の帯域と基地局を5Gにも
活用して整備スピードを上げる方針。NTTドコモは、通信速度への影響を考慮し、慎
重な姿勢をみせる

• 2020年に西新宿にスマートポール（5G基地局やWi-Fi等の機能）が設置

5Gが創出する市
場の予測

• 製造業、エネルギー＆ユーティリティ分野、公共安全分野、ヘルスケア、公共交通、メ
ディア＆エンターテイメント等の産業領域の市場形成が見込まれる

• リアルタイムオートメーション、高精細映像サービス、モニタリング＆トラッキング等の技
術・機能の市場形成が見込まれる

• 5Gの特徴は、ライブ・エンタメ分
野の映像配信等のサービスに合
致する見込み。また、安全分野、
ヘルスケア、公共交通、教育等、
の社会課題解決に寄与が期待
できる見込み

• キャリア5Gの整備は当初想定よ
りも早く進む見込み（逆に言え
ば、キャリア5Gのエリア整備の
希少性は低下していく見込み）

• ローカル5Gは、直進性の高いミ
リ波から整備が進められる。また、
カバーエリアが限られるため、設
置場所や用途は検討が必要

5Gと親和性の高
い技術・分野

• 総務省の「ICTインフラ地域展開戦略検討会」で、労働力、地場産業、観光、教育、
モビリティ、医療介護、防災・減災、行政サービスの八分野の重点分野を提示

• 総務省の基幹・衛星移動通信課長によると、5Gと親和性が高い分野として、4K・8K
と高精細映像、オンラインゲーム、IOTとAI、ロボティックス、VR/AR/XR、モビリティ、ド
ローンの7分野が取り上げられている

５Ｇ等の関連技術・市場の動向

調査項目 主な調査結果 考察



２－３．令和2年度調査結果からの抜粋

5G等の先端技術に関する事例調査結果のハイライトと考察（２／２）
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ｅスポーツの関連市場・技術の動向

• 海外の人気や市場の成長に日本
市場はやや遅れているものの、近
年、急速な成長をみせている

• 現在の市場の成長に応じてか、
利用されているeスポーツ専用施
設は100名弱～200名未満の
サイズが中心。一般のイベント施
設も使われる

• 海外では、機能が充実したeス
ポーツ専用施設が使われている

eスポーツ市場の動
向（世界、日本）

• ビデオゲームとeスポーツ市場では、中国、米国が二大勢力で、日本もそれらに続く大
国

• eスポーツだけでみると、日本は8位へ後退し、米国、韓国、中国が上位3か国

• 日本のeスポーツ市場は、海外から遅れていたが、近年、急速に拡大（2019年
61.2億円）

• 日本のeスポーツファン数は増加を続けている（2019年483万人）

日本のeスポーツ関
連イベントの状況

• 3.5万人が来場し、700万人が視聴する「RAGE」（運営：CyberZ）、8.4万人が
来場し、459万人が視聴する「闘会議」（運営：ドワンゴ）をはじめ、1万人を超える
規模のイベントが2015年頃から定期的に開催されている

• 高校生年代が参加する「全国高校eスポーツ選手権」も人気

• 地方自治体が地域活性化等の目的でイベントを開催する動きも目立ち、富山県の
「ToyamaGamersDay」等の先進例も誕生している

eスポーツで使われて
いる施設例

• 100名弱～200名未満の専用施設が秋葉原、渋谷等の都内に所在し、日常的に
利用されている

• 大阪に800名規模の新しい施設「REDEE」が2020年3月に新設された

• eスポーツ専用施設ではないが、東京流通センターや大田区産業プラザPiO等も使わ
れている

• 海外では、韓国・ソウルの「LoLパーク」等の機能が充実した専用施設が使われている

調査項目 主な調査結果 考察



２－３．令和2年度調査結果からの抜粋

青海地区の強み・弱み（SWOT分析結果）

• 青海地区の強み・弱み等を整理すると下表のとおり

Strengths （強み） Weakness（弱み）

Opportunity（機会） Threats（脅威）

プラス要因

• 郊外のエリアと比較した場合、都心部や羽田空港からのアクセスがよい
• テレコムセンタービル、青海フロンティアビル、タイム24ビル等、今後企業を誘致できる
収容力の高さ

• 世界最大級のSOHOオフィス専用ビル「The SOHO」（2010年～）やものづくり
を支援するコワーキングスペース「Asian Startup Office MONO」（2013年
～）があり、スタートアップが集まりやすい

• エリア内に実証フィールドを確保できる空間的余地がある
• エリア内に、産業技術総合研究所、東京都立産業技術研究センター、日本科学
未来館の研究機関・施設が所在

• 東京都立産業技術研究センター、東大、NTT東日本が連携協定を締結し、東京
都立産業技術研究センターにローカル5Gを整備済みで、産業創出を図っている

• 国際交流大学村があり、国内外の学生や研究者が集まり、国際交流や多様な知
的交流の拠点となっている

• エリアマネジメント団体「東京臨海副都心まちづくり協議会」が活動
• エリア開発に資する取組には東京都の補助制度が活用できる

• ゆりかもめ等の交通に依存し、都心部と比較するとアクセスが悪い立地
• 当該エリアのビル等の空き室が目立ち、ビル等の施設運営の事業にリスク
がある

• 臨海エリアであることから、事業者に大規模災害時のリスクが大きいイ
メージを持たれることがある

• エリア内の企業・団体間で共通にデータを利活用する仕組みが構築され
ていない

• エリア内に飲食施設が少なく、金融機関、公共窓口がなく、企業活動を
行う上で不便

• 羽田イノベーションシティ、竹芝ポートシティ等の類似したケイパビリティ
を有する競合の出現

• 関東では、渋谷、横浜、川崎等の他のスマートシティとの競争となる
• 当該エリアのビル等が建築から20年以上経過し、将来的な再整備が必
要となる

• 東京都が進める「TOKYO Data Highway」基本戦略により、5G等の先端技術
の拠点づくりと通信網の整備が都内で求められている

• 2025年にトヨタ、東和不動産等がパレットタウンの再開発を行うとともに、1万人
規模のアリーナを開業予定（アルバルク東京のホーム予定）

• 2020年12月25日に、臨海副都心有明南G1区画（江東区有明三丁目1番
17）及び有明南H区画（同1番9）の進出事業予定者が決定し、新たな賑わ
い・情報発信の拠点が2024年12月～2025年1月に誕生する予定

SWOT分析結果

マイナス要因

内
部
環
境

外
部
環
境
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３．第1回DIC協議会 開催概要
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協議会

1Q 2Q 3Q 4Q

プロジェクトチーム
（PT）

イベント・実証実験

5G等

広報活動

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

主な出来事

第1回
4月

第4回
1～2月

第2回
8～9月

第3回
11～12月

準備等

SNSの開設

HPの開設

SNSの更新管理

イベント・実証実験の募集・成果等の掲載

設置
4～5月

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

東京オリ・パラ大会

自動運転実証実験
（参考）

DIC協議会委員・まち協会
員等へヒアリング

※テーマに応じてＰＴ
順次立上げ（４テーマ程度）

→イベント・実証実験へ

実施
10～１月（予定）

検
証
を
踏
ま
え
た
４
年
度
の
方
向
性

都・民間等施設のアセット開放、キャリアへの声掛け

地元企業や研究機関のイベント・実証実験に対する実施支援

募集～選定
4末～７月

準備
７～11月

実施
11～12月

（２～４週間）
相
互
Ｐ
Ｒ

※各回の内容を連絡会で情報共有
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デジタル庁発足
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（参考）東京ベイeSGプロジェクト（１／２）

（出典）「『未来の東京』戦略」（令和3年3月、東京都）https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/choki-plan/
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（参考）東京ベイeSGプロジェクト（２／２）

（出典）「『未来の東京』戦略」（令和3年3月、東京都）https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/choki-plan/
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